
 

  

活動のきっかけは「海」の歌でしたが、そこから子ども達の「こうしたい！」「もっとやりた

い！」というアイデア、気持ちが次々と芽生え気が付くと約２カ月という長い時間が過ぎていまし

た。活動をしていく中で子どもたちがイメージしたものを実現しようと一生懸命言葉で伝えたり、

身振り手振りで表現しようとしたりと一人ひとりが主体となって活動できた経験となりました。初

めは中々イメージが湧かずちょっと乗り気ではなかった子も、クラスの友達が楽しそうに活動して

いる姿を見たり、友達の作品を見たりしながら「なんだか楽しそう！」「難しそうだけどちょっと

真似してやってみようかな？」と参加し始め、作って行くうちに「次はこうしたい！」と、様々な

材料や道具も使って夢中になって自分のイメージや作りたいものを完成させようと試行錯誤してい

ました。またクラスのみんなで模造紙を塗ったり、ジンベエザメを作るなど協力して何かを作って

いくという経験ができ「お友達とやるのが楽しい！」と自分以外の誰かに目を向け、意識し、“一

緒にやる”という心地よさや楽しさ、それができたときの喜びも大いに感じていたように思えま

す。水族館の活動を通して感じた達成感が自信にも繋がり、活動を終えた数か月後の運動会の際に

は「水族館を作ることができた僕たちはお兄さんとお姉さんだから、運動会のダンスも、かけっこ

もなんでもできるよ！」と言うほどでした。まさに非認知能力の高まりを感じました。 

 これからの生活の中でも「自分はこうしたい！」「やってみたいんだ！」ということを実現でき

る環境、またそれをクラスや集団の中で共有し保育者も子ども達の目線に立って一緒に楽しみなが

ら、さらに探究心が深まる環境をデザインしていきたいと思います。 
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テーマ「海・きぐみ水族館を作ろう！」⑩ 
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